
 

新庁舎整備　これまでの取り組み経過と今後の予定

○基本的な考え方の作成（現庁舎が抱える課題について市内部検討） 

○基礎調査の実施（建築の専門家による８つの検討ケースを評価） 

○基礎調査の第三者評価実施（学識経験者・千葉大学工学部） 

《新庁舎整備に向けた本格的な検討の開始》 

○市民１万人アンケートの実施（５月） 

○本庁舎整備検討委員会の設置（７月） 

○第１回新庁舎整備シンポジウム開催（１０月） 

○新庁舎整備基本構想 策定（１１月） 

○新庁舎整備基本計画 策定（６月） 

○新庁舎整備基本設計方針 策定（３月） 

○基本設計 

（平成２８年１０月～） 

（平成２８年～２９年度 

の継続事業） 

 実施設計（１.５年程度）※ 

 工事期間（３.５年程度）※ 

平成２２年度 

平成２３年度 

平成２４年度 

平成２５年度 

平成２６年度 

平成２７年度 

平成２８年度 

平成２９年度 

平成３０年度 

以降 

 事業手法の検討 

 ・従来方式 

 ・ＤＢ方式 

 ・ＰＦＩ方式           など 

新庁舎整備方針の決定 

 整備に着手する場合 

取
 
 
組
 
 
経
 
 
過
 

○第２回新庁舎整備シンポジウム（２月） 

今
 
後
 
の
 
予
 
定
 

※従来方式を選択した場合に想定される期間を示しています。 

 整備に着手しない場合 

検討継続 

○第３回新庁舎整備シンポジウム（11月) 

東日本大震災発生（３月１１日） 


